
  
    
      DTP作業を楽にするスクリプト入門


      2010/06/02DTP Booster13レジュメ：たけうちとおる

    


    
      ExtendScript Toolkitの使い方


      Mac:アプリケーション:ユーティリティ:Adobe ユーティリティ


      Win:スタートメニューのAdobe Design Premium CS3


      Mac0S10.6ではコピペの動作に不具合


      [image: ToolKit2mac.jpg]


      [image: ToolKit2win.jpg]


      ソース左上のプルダウンを対象のアプリケーションにする


      ※コマンド+Sで保存する時にソースにSと入力される時があるので注意


      [image: 01.jpg]


      ヘルプからオブジェクトモデルを調べることができる


      [image: 02.jpg]


      [image: 03.jpg]


      行をクリックするとブレークポイントを設定する事ができる


      再生ボタンをクリックするとスクリプトが動き出し、ブレークポイントでストップする


      [image: 04.jpg]


      ステップ実行すると変数の値をデータブラウザで調べる事ができる
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      pdf配置比率またはFIT.jsxのカスタマイズ


      下記のようなスクリプトの場合、冒頭にある初期値を入力しておくと設定した値でダイアログを開くことができる


      //配置スタートページ


      var startpage = 1;


      //PDFのスタートページ


      var pdfstartpage = 1;


      //トリミング バウンディングボックス=0 アート=1 トリミング=2 トンボ=3 裁ち落とし=4 メディア=5


      var pdfplaceopt = 0;


      //左ページ塗りたし天


      var l_ten = 3;


      //左ページ塗りたし地


      var l_chi = 3;


      //左ページ塗りたしノド


      var l_nodo = 0;


      //左ページ塗りたし小口


      var l_cogu = 3;


      //右ページ塗りたし天


      var r_ten = 3;


      //右ページ塗りたし地


      var r_chi = 3;


      //右ページ塗りたしノド


      var r_nodo = 0;


      //右ページ塗りたし小口


      var r_cogu = 3;


      //左ページPDFの水平パーセント


      var l_myPerW = 100;


      //左ページPDFの垂直パーセント


      var l_myPerH = 100;


      


      検索置換(1)変換.jsxのカスタマイズ


      下記スクリプトは（1）を⑴に置き換えるスクリプト。<2474>の部分を文字パレットでUnicode番号を調べて<2460>と入力すると（1）を①にすることができる


      //■通常の検索置換■■■■■■■■■■■■■■■■■■■


      //全角カッコと半角数字


      takeFindText(myObject,"（1）","<2474>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（2）","<2475>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（3）","<2476>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（4）","<2477>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（5）","<2478>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（6）","<2479>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（7）","<247A>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（8）","<247B>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（9）","<247C>", "", "","", "", myCheckSelection);


      takeFindText(myObject,"（10）","<247D>", "", "","", "", myCheckSelection);


      


      

    


    
      ExportPDFを試行錯誤しながら作成する


      開いているドキュメントをPDF/X-1a:2001で保存するスクリプトを開発。ドキュメントが保存されている同一階層にPDFを作成


      開いているドキュメントすべてに処理を実行するにはforを使う


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       var myDocu = app.documents[N];


      }


      for(カウンタ=初期値; カウンタ継続条件; 次のカウンタ値){


      処理


      }


      varははじめて登場する変数の前につける約束事


      N = 0;はカウンタ=初期値なので変数Nが0スタートということ


      N < app.documents.length;はカウンタ継続条件ですのでNがドキュメント数より小さい間繰り返す（app.documents.length;は開いているドキュメントの数）


      N++は次のカウンタ値なので次の繰り返し時にNに+1する


      var myDocu = app.documents[N];で変数myDocuにドキュメントをセット


      PDFを保存するためにドキュメントのパスを調べる


      まずはドキュメントが保存されている場所を調べる。Documentをオブジェクトモデルビューアで見るとfilePathというプロパティがあるのでこれにアタリをつけデバッグモードで下記を実行


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       var myDocu = app.documents[N];


       var myPath = myDocu.filePath;


      }


      [image: img01.jpg]


      [image: img02.jpg]


      ExtendScript Toolkitでvar myPath = myDocu.filePath;の行に赤い●を付けた状態で実行。スクリプトがストップするのでウィンドウメニューからデータブラウザを表示させる。そしてスクリプトを1行動かすと、変数myPathが出現。myPathを調べてみると保存されたファイルの親フォルダ。欲しいのは親フォルダではなくドキュメントのフルパスなのでこれは違う。


      [image: img03.jpg]


      fullNameがドキュメントのフルパス？


      次に変数myDocu（現在開いているドキュメント）をデータブラウザで調査。いろいろ項目があり、fullNameが該当する。


      displayNameでファイル名が取れることがわかる。


      フルパスが分かれば下記のように検索置換で".indd"を".pdf"に置き換えてやれば良い。（ファイル名や親フォルダもわかるので、もっと自由自在にファイル名を付ける事も出来る。）


      [image: img05.jpg]


      さっそく下記でテスト


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       var myDocu = app.documents[N];


       var myPath = myDocu.fullName;


       //変数myPathにドキュメントのフルパス


       var pdfPath = myPath.replace(".indd",".pdf");


       //replaceで".indd"を".pdf"に検索置換


       alert(pdfPath);


       //alertでダイアログを表示してみる。


      }


      [image: img09.jpg]


      var pdfPath = myPath.replace(".indd",".pdf");でエラー


      [image: img07.jpg]


      もう一度データブラウザでmyPathを見るとmyPathの横に[File]と出ている。これはフルパス文字列ではなくファイルオブジェクト。展開して見てみると、この中にもdisplayNameやfullNameやfsNameなどがありfullNameを使ってみれば良さそう。


      [image: img08.jpg]


      fullName中のfullNameとはややこしいですが試してみましょう。


      先ほどの


      var myPath = myDocu.fullName;


      を変更して下記に


      var myPath = myDocu.fullName.fullName;


      ※または2行にわけて


      var myFile = myDocu.fullName;


      var myPath = myFile.fullName;


      実行しするとエラー無しで成功。※パスの途中に「indd」という文字が入ったフォルダがあると動作しないので注意。


      [image: img11.jpg]


      PDFの書き出し


      次にPDF書き出し方法を調査。オブジェクトモデルビューアで調べるのは面倒なので「InDesign JavaScript PDF 書き出し」でGoogle検索するといくつかのサイトがヒット[1]。


      Document.exportFileを使うとPDF書き出しができるらしい[2]。


      Document.exportFileをオブジェクトモデルビューアで調べる。（DocumentとDocumentsと2つあるがDocumentのほう）


      1つめの引数はExportFormat.pdfType


      2つめの引数はファイルオブジェクト


      4つめの引数はPDFExportPreset


      となっています。（3つめはオプション）


      1つめの引数ExportFormat.pdfTypeはPDFで書き出しするのでこのままでOKです。（検索ででてきた指定方法）


      2つめの引数はファイルオブジェクトなので先ほど作成したフルパスをファイルオブジェクトに変換します。


      具体的にはvar pdfFile = new File(pdfPath);です。


      4つめの引数はPDFExportPresetでここでPDFx/1-aを設定できそうです。
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      下記みたいなので動くかテスト。しかしエラー


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       var myDocu = app.documents[N];


       var myFile = myDocu.fullName;


       var myPath = myFile.fullName;


       //変数myPathにドキュメントのフルパス


       var pdfPath = myPath.replace(".indd",".pdf");


       var pdfFile = new File(pdfPath);


       myPDFExportPreset = "PDFx/1-a";//★ここがエラー


       myDocu.exportFile(ExportFormat.pdfType,


       pdfFile,false, myPDFExportPreset);


      }


      [image: img16.jpg]


      ウィンドウ下のエラーに注目。myPDFExportPresetが必要なのに値"PDFx/1-a"になっていると言われています。文字列ではダメですということです。


      再びPDFExportPresetをオブジェクトモデルビューアで見てみるといろいろあって、どれをつかったらいいかわかりにくい。→


      [image: img14.jpg]


      「PDFExportPreset」の設定方法をGoogle検索する。


      「PDFx/1-a」などを文字列で指定したいのでGoogle検索。「お〜まち」さんのObject Modelが見つかる。StandardsComplianceのところにidPDFX1a2001Standardがあったのでそれと似た項目を再びオブジェクトモデルビューアで調べるがちょっと難しい。↓


      [image: img15.jpg]


      再度「PDFExportPreset」でGoogle検索。スバリ下記のようなソースが見つかりました。


      var myPDFExportPreset =


      app.pdfExportPresets.item("PDFの設定名");


      でいけるみたいなのでさっそく下記のように設定して試します。


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       var myDocu = app.documents[N];


       var myFile = myDocu.fullName;


       var myPath = myFile.fullName;


       //変数myPathにドキュメントのフルパス


       var pdfPath = myPath.replace(".indd",".pdf");


       var pdfFile = new File(pdfPath);


       myPDFExportPreset =


       app.pdfExportPresets.item("PDF/X-1a:2001 (日本)");


       //★ここがエラー


       myDocu.exportFile(ExportFormat.pdfType,


       pdfFile,false, myPDFExportPreset);


      }


      またエラー。こういう場合はデバッグしてpdfExportPresetsにどんな値があるのか調べます。pdfExportPresetsはPDF書き出しプリセットの事なのでアプリケーション直下にあると思われます。


      （ドキュメントが変わっても常に同じプリセットがあるので）オブジェクトモデルビューアでlengthというプロパティがあるので下記のようにループしてPDF/X-1a:2001 (日本)がでてくるまでチェックすればよいと思います。実行してみましょう。


      for(var N = 0;N < app.pdfExportPresets.length;N++){


       var presetname = app.pdfExportPresets[N];


      }


      presetnameの横に●をつけて実行しpresetnameを展開するとnameのプロパティに日本語が表示されています。


      １つづつ見ていくと"[PDF/X-1a:2001 (日本)]"があります。
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      保存せずに閉じるには


      myDocu.close(SaveOptions.NO);


      を使う。ただし閉じるとドキュメントの配列が変わるので逆向きループすると良い。（documents[0]を閉じるとdocument[1]が[0]になるのでうまく行かない）


      という事で完成したスクリプトはこちら。myPDFExportPresetはループの中ではなく最初に取得した方が良い。


      var myPDFExportPreset = app.pdfExportPresets.item("[PDF/X-1a:2001 (日本)]");


      for(var N = app.documents.length - 1;N > -1 ;N--){


       var myDocu = app.documents[N];


       var myFile = myDocu.fullName;


       var myPath = myFile.fullName;


       var pdfPath = myPath.replace(".indd",".pdf");


       var pdfFile = new File(pdfPath);


       myDocu.exportFile(ExportFormat.pdfType,pdfFile, false,myPDFExportPreset);


       myDocu.close(SaveOptions.NO);


      }


      ExportPDF2（ダイアログ版）の解説


      //ダイアログ表示のおまじない


      app.scriptPreferences.userInteractionLevel=1699311169;


      var preset_count = app.pdfExportPresets.length;


      var pdf_preset_name = new Array();//配列pdf_preset_name


      for(var i = 0; i < preset_count; i++){


       pdf_preset_name.push(app.pdfExportPresets[i].name);


      }//配列にPDF書き出しプリセットの名前を入れる。


      makedialog(pdf_preset_name);


      function makedialog(pdf_preset_name){


       //ダイアログを作成する


       myDialog = app.dialogs.add({name:"PDF書き出し"});


       with(myDialog){with(dialogColumns.add()){


       with (dialogRows.add()){//1段増やす


       staticTexts.add({staticLabel:"書出プリセット選択"});


      }


      with (dialogRows.add()){//1段増やす


       var pdf_preset = dropdowns.add


       ({stringList:pdf_preset_name, selectedIndex:0,minWidth:120});


      }


      with (dialogRows.add()){//1段増やす


       var window_close = checkboxControls.add


       ({staticLabel:"ドキュメントを閉じる", checkedState:true})


      }


      }}


      var myReturn = myDialog.show();//ダイアログ表示


      //ここから処理を行う


      if (myReturn == true){


       pdf_preset_num = pdf_preset.selectedIndex;


       //選ばれた書出プリセット番号をpdf_preset_numに


       var window_close_flg = window_close.checkedState;


       //ドキュメントを閉じるかどうか


       myDialog.destroy();//ダイアログを破棄する


       export_pdf(pdf_preset_num,window_close_flg);


       //export_pdfを呼ぶ（下記）


      }else{myDialog.destroy();}//キャンセル時


      }


      function export_pdf(export_pdf_name,window_close_flg){


       var myPDFExportPreset =app.pdfExportPresets[pdf_preset_num];


       //myPDFExportPresetに選択されたプリセットを入れる


       for(var N = app.documents.length - 1;N > -1 ;N--){


         var myDocu = app.documents[N];


         var myFile = app.documents[N].fullName;


         var inddPath = myFile.fullName;


         var pdfPath = inddPath.replace(".indd",".pdf");


         var pdfFile = new File(pdfPath);


         app.documents[N].exportFile(ExportFormat.pdfType,


         pdfFile, false,myPDFExportPreset);


         if(window_close_flg == true){


           myDocu.close(SaveOptions.NO);


           //保存せずに閉じる


         }


       }


      }


      オーバーフローしたセルに長体の解説


      //せうぞーさん「名もないテクノ手」より


      var sel = app.activeDocument.selection[0];


      //変数selにドキュメントの選択されたオブジェクトを入れる。


      for (var i = 0; i < sel.cells.length; i++) {


      //選択内のセルの数を繰り返す（変数iは0からスタート）


      var txtObj = sel.cells[i];


      //i番目のセルを変数txtObjに入れる


      var danraku = txtObj.paragraphs[-1];


      //変数txtObjの最終段落を変数danrakuに入れる


      for (var w=danraku.horizontalScale; w >= 10; w--){


       //変数wに段落の水平比率を入れ10(%)まで繰り返す


       txtObj.recompose();//★ここ


       //txtObjを再評価する。これで変倍を認識させる。


       if (txtObj.overflows == false) {break}


         //もしオーバーフローしていなければ処理終了


         danraku.horizontalScale = w;


         //段落の水平比率を変数wにする。（100〜10%まで）


       }


      }


      IllustratorCS3選択文字列の連数字を等幅半角字形に


      main();//関数mainを呼び出す


      function main(){


       if (app.selection.length == 0){


         alert("オブジェクトを選択してください");


         return;//選択されていなければ終了


       }


       var mypageitem_type = app.selection.typename;


       //選択オブジェクトのタイプを調べる


       if(mypageitem_type == "TextRange"){


         //TextRange（選択された文字列）なら


         touhabahankaku(app.selection);//関数へGO


       }else{


         //TextRangeでないならtext frameだという事にして


         var sel_count = app.selection.length;


         for(var S=0; S < sel_count; S++){


           //text frameのstory（文字列）を関数へ送る


           touhabahankaku(app.selection[S].story);


         }


       }


      }


      //こちらが関数。myTextRangeには文字列が入っている


      function touhabahankaku(myTextRange){


       //文字列の数を数えて


       var chr_count = myTextRange.length;


       for(var N=0; N < chr_count -1; N++){//繰り返す


         var chr01 = myTextRange.characters[N].contents;


         //N文字目の文字列


         var chr02 = myTextRange.characters[N+1].contents;


         //N+1文字目の文字列


         if(chr01.match(/[0-9,¥.]/) && chr02.match(/[0-9,¥.]/)){


           //もし2つの文字列が数字か「,」か「.」なら


           myTextRange.characters[N].alternateGlyphs


           = AlternateGlyphsForm.HALFWIDTH;


           //N文字目を等幅半角字形に


           myTextRange.characters[N+1].alternateGlyphs


           = AlternateGlyphsForm.HALFWIDTH;


           //N+1文字目を等幅半角字形に


         }//if文終了


       }//繰り返す


      }


      main();を使わなければ下のようにifが入れ子になる。


      if (app.documents.length == 0){


       alert("ドキュメントを開いてください");


       return;//ドキュメントがなければ終了


      }else{


      if (app.selection.length == 0){


       alert("オブジェクトを選択してください");


       return;//選択されていなければ終了


      }else{


      }


      まとめたら4行にもなる。


      for(var N = 0;N < app.documents.length;N++){


       app.documents[N].exportFile(ExportFormat.pdfType,

         File(app.documents[N].fullName.fullName.replace(".indd",".pdf")),

         false,app.pdfExportPresets.item("[PDF/X-1a:2001 (日本)]"));


       myDocu.close(SaveOptions.NO);


      }


      
        
          [1]）今作っているPDF書き出しスクリプトはSapmleScriptに入っているようです。なんだー。またやっちまったよー。まぁいいや。http://d.hatena.ne.jp/seuzo/20080904/1220458928

        


        
          [2]）ソースを出して下さっているサイトに感謝（http://tu-kazu.jp/javascript1.php）
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